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流星眼視観測ビギナーエイド
（群判定の巻）

ワクワク沼津流星会議

平成２９年８月２６日・２７日

小 林 美 樹

眼視観測ビギナーの陥りやすい過ち
• 群流星の区別がついていない

ペルセウス座流星群の極大日の場合、その
日に流れる流星は全部ペルセウス座流星群だと
計測する

ペルセウス座流星群の場合、７月１７日頃か
ら 月 頃ま 活動ら８月２４日頃まで活動

この間には、みなみのうお座流星群、みずが
め座δ（デルタ）南流星群、みずがめ座δ北流星
群、みずがめ座ι（イオタ）南流星群、みずがめ座
ι北流星群、やぎ座α流星群、はくちょう座κ流星

群、ぎょしゃ座流星群（微妙）があり、これらを全
てペルセウス座流星群とカウントする。

眼視観測ビギナーの陥りやすい過ち

• 散在流星をみない

極大日のみ観測する

前スライドのとおり、その日極大日となって
いる流星群と思い込み観測するいる流星群と思い込み観測する

ペルセウス座流星群を例に

国立天文台ＨＰより

国立天文台ＨＰより

ビキナーの場合

１ 輻射点から近いが経路が長い

輻射点から流れている以上ペルセ群とみる

２ 輻射点から遠いが経路が短い

上記１と同じか見逃す

３ 輻射点に向か ている３ 輻射点に向かっている

？？？となる

今流れた！といってカウントする

４ 輻射点から流れていない

５度、人によっては１０度程度のズレは判別で
きない
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眼視観測ビギナーの陥りやすい過ち

• 散在流星ばかりで群流星がない

全てを群流星と判断する傾向にあるため慎
重になりすぎ、ナーバスになる

結果結果

経路が短い、長いといって散在にする

輻射点からずれていると勝手に思い込む

流星群毎の特徴
• ペルセウス座流星群の場合

速 痕 対地速度59km/s
• はくちょう座κ流星群の場合

緩 まれに経路の末端で爆 対地速度25km/s
みずがめ座δ南流星群の場合• みずがめ座δ南流星群の場合

中速 対地速度41km/s
• やぎ座流星群

緩 火球 対地速度25km/s

ビキナーにこれを見極めろと
言われても

無理

こんな場合は？

２つの流星群の輻射点を結ぶ延長線上に流
れた流星 ① ペルセウス座流星群とは方向が違う

② やや明るめ

③ 若干長経路

④ ペルセウス座流星群よりはゆっくり

迷った場合は散在へ

やぎ群かみずがめ群か

天頂引力

速度の速いペルセウス座流星群等はほとん
ど影響を受けないとされているので関係ない
と思われる。

初心者の場合 輻射点が高い位置ある時間初心者の場合、輻射点が高い位置ある時間、
観測方向を天頂付近にするのも一つの方法。

流星の発光点高度が低い場合は要注意

迷った場合は散在へ

視野
人間の視野は約直径１００度とされているが、

実際どの位の範囲を見ているのだろうか？

自宅屋上で
障害物の無
空 範囲

慣れない間はラムカの範囲前後でよいのでは？

平成２９年８月５日
確認

い空の範囲
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極大日８月１３日午前４時 せめてこの範囲を観測したい

比嘉さんからのアドバイス 結論

① ビギナーは欲張らない

② 自分の観たものを信じる

③ 三大流星群の時は群流星に集中

④ パトロール回数を多くすることでプロット力を
つける

⑤ 小規模活動の群流星は参考記録とし、後日
ベテラン観測者の結果と見比べる

最近疑問に思っていること

本来、速度が速いものは明るい、そして重さが
重いものは明るい流星

とされているのだがとされているのだが

ゆっくりと流れる流星＝明るい流星と思う人が
意外に多い

• 次回、機会がございましたら、光度比較につ
いて考察したいと存じます。

• ご静聴、ありがとうございました。


